
　月例健康ウォーキング無期限休止に
◆ＳＣ友が丘クラブが９年にわたって実施してきた月例の
健康ウォーキングが9月で休止となりました。
◆代表の菅田忠志氏（生11）は休止の理由を企画運営メン
バーの深刻な高齢化と説明しています。
◆多くの当区会メンバーが参加、楽しませてもらいまし
た。コースの企画と案内役をつとめてくださった山本善英
氏（生11）に深く感謝いたします。

　　別紙：【表面】地域ブロック別在籍会員構成表
　　　　【裏面】部会・グループに所属の須磨区会会員一覧表

西日本豪雨災害支援に1万円

北海道胆振東部地震災害支援金

これまで地域活動に参加した会員

◆本件については趣意書を〈わ〉ホームページに掲載する
とともに《ぎゃらりーわ84号》に同封して配布します。ご
協力ください。

◆地域貢献活動に参加した会員を過去に遡ってリストアッ
プし〈わ〉ホームページの掲載しました。

◆須磨海岸清掃では20年間のうち最近の15年だけで48人
が参加、そのうち24人が在籍中です。

◆サニーライフ白川の浴後ケアでは19年間に39人が参加
しましたが、現在は僅か4人となりました。

◆名谷すみれ苑の外出行事付添いでは16年間のうち最近の
12年だけで62人、うち48人が在籍中です。

◆青陽須磨支援学校のトライやるウィークでは8年間に42
人、うち40人が今在籍しています。

10/3 [ホーリーツリー離宮]でT君に付添う入本瀧子さん
（写真提供：青陽須磨支援学校中学部）

　　裏面：  平成30年度上半期活動　計画/実績

           〈わ〉須磨区会だより３６号 ２０１８．１０．２５
〈わ〉須磨区会長　細 野 恵 久

　　　　　　　　新鮮な体験　　　　　　　　大木聡紀 シルバーエイジだからできること　　入野瀧子

◆10/１～５青陽須磨支援学校の《トライやるウィーク》
に14人が延べ２０日付添い役で参加しました。
本校創立3年目から参加、今回で8年目になります。

◆当区会は〈わ〉本部の呼びかけに応じ、8/11区会会計
から1万円を寄託しました。事前にメールを通じて会員に
ご相談したところ、ただちに82人の方から賛同の返信が寄
せられました。
◆9/25現在〈わ〉全体で 164口,総額 516,000円の支援
金が集まっています。

ゴムの糸でつながっていればいい

◆支援学校の生徒は一人ひとり障がいが異なるので一律に
言うことはできませんが、付添いのときに心得ておくとよ
い、わかりやすい譬えがあります。

２日間とも肢体障がいのＭ君とＴ君に同行。２人は車椅子
で行動できるが傾斜や段差のあるところでは助けるように
した。１日目はホーリーツリー離宮へ。割箸のペンで墨絵
を描く課題では飽きがくるようなので、ちぎり絵に切り替
えた。トイレの長いＴ君を待つ間は、やんちゃなＭ君を見
守った。２日目は須磨水族園へ。午前はカメの水槽拭きと
エサやり、午後はコイのエサのカプセル詰めとエサやりの
しごと。Ｔ君は手指や腕の動きが不自由でエサがうまく放
れない。ここが出番と車椅子の位置や傾きを工夫した。す
るとＴ君は手からこぼすようにしてエサやりができた。成
功！ほっとした。

◆本校に勤め、定年後もボランティアとして生徒と接して
いるという方の言です。〈知的障がい〉の生徒には決して
強制せず、ゆるいゴム糸でつながっているつもりで見守る
のがよい。離れて行ってもゴム糸が切れそうになるまでは
無理に引き戻さなくてよい、と。また〈肢体障がい〉の生
徒には先走りせず不足を補いながら付添えばよいというの
です。頭に入れておきたい教えです。

神出自然教育園へ知的障がいのあるＴ君に付添った。与え
られたしごとは池にかかる木の橋が野鳥の糞で汚れている
のを濡らしたブラシで洗い落すことだった。Ｔ君のほか4
人の生徒たちもなかなか頑張っていて、しっかりサポート
しなければと考えていた私は黙って見ているしかなかっ
た。Ｔ君にはとくに手助けの必要もなかったが、つい手を
出したところ責任者の先生からたしなめられた。私の役割
は手伝いでなく見守りであることを忘れていた。生徒たち
とは言葉よりも身振りや表情が通じやすく、ときにはスキ
ンシップも大事だとわかった。初めての参加で得がたい経
験を得た。T君にとっても有益な《トライやる》だったに
違いないと思うと疲れを忘れた。

障がい中学生の《トライやる》に付添い

◆〈肢体障がい〉の生徒には藤本明美（生17）・入本瀧子（音

19）・日野祥子（福20）の3人が付添い、ホーリーツリー離
宮・市バス落合営業所・須磨海浜水族園へ、
◆〈知的障がい〉の生徒には細野恵久（福３）・西尾孟三（生

7）・榊原弥栄子（生13）・廣澤陽子（生15）・吉本清二（福

16）・青山泰子（音16）・高津尚之（福17）・田路義弘（生

17）・斉藤幸久（園19）・梅田孝一（国21）・大木聡紀（園22）

の11人が付添い、神出自然教育園・地下鉄名谷基地に行き
ました。

◆今回レポートを寄せてくれた大木聡紀氏と入野瀧子さ
ん、生徒への接し方はどうだったでしょうか。


